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    １．概要（Summary） 酸化チタン(TiO2)は代表的な光触媒で、紫外線の照射によって酸化還元反応を促進する。我々はそのうち水を酸素と水素に分化する反応に着目している。導電性ポリマーとプラチナの組み合わせが高効率であることは知られているが、本研究では TiO2 と導電性ポリマーの組み合わせを用いて反応の促進のため金属の添加を行った。今回 SEM と EDX を用いて TiO2 の構造と金属の含有について調べる実験を行った。 

 ２．実験（Experimental） 利用した主な装置 フィールドエミッション型走査電子顕微鏡（FE-AFM） 低真空分析走査電子顕微鏡(SEM-EDX) 実験方法 

TiO2 と硝酸銅及び硝酸銀を反応させ、銅と銀を TiO2中に分散させた。その溶液をシリコン基板上にスピンコートすることによって薄膜を作製した。 

 ３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig.1 はシリコン基板上に形成された TiO2 の SEM 像で高分子のミクロ相分離による多孔構造が確認できる。

Fig. 2 は Fig. 1 に示した矩形内の EDX の解析スペクトルである。最も強いピークは基板のシリコンからのものだが、銀と銅も微量だが存在していることが確認できる。 
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Fig.2 The EDX measurements of TiO2 particles 
and its metal contents. 

Fig.1 The SEM images of TiO2 particles on silicon 
wafer. Scale bar indicates 1 µm. 


